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『 人生の〝頂き〟を

　　　　　　　目指して八十八年 』
　ゼロから百億円超を築創した方策を問う
　　　　　　　　　　
はじめに

第一章　時価一〇〇億円超の資産表示

　 １　建設業の五〇年で創築した七〇億円
　 ２　バブル崩壊後三年で湧出た五〇億円

　 ３　太陽光発電で年間一億円超の収入

　 ４　熱海・伊東・南房総市のホテルでも成功

　 ５　休眠状況の資産の状況と今後の方針

第二章　国家・地方権力のいじめに勝利　
１　国家権力に基く二十三億円の奪取

２　工事停止命令を反して完成した建物

３　善なる行為を悪に仕立てる権力の凄さ

４　不起訴になった刑事告訴に反省しない鎌倉
５　破産者の身分で時価一〇〇億円超の資産　

　昭和三〇年に出会った生命哲学

１　宗教とは名体宗用教の略称と認識

２　貧乏人と病人を無くすとの宣言

３　美・利・善の価値体系と資産づくり

４　桜台会館寄進で善因を築く

５　ＮＰＯ法人安全まちづくりに挑戦

　毒を変じて薬に変えた私の人生

１　日銀の「お EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps20 \o \ad(\s \up 17(さつ),札)」と「お金」の違いを知る
２　中小企業金融円滑法創出で１３０万件の救出
　　３　友人に新会社を設立して運営を提供

　４　抵当権消滅請求権を活用しての救済

　５　努力と信念だけでは成功しない理由

　　　　　　　　経歴から見た予備事項 

　　　　　　　　１　昭和時代の活動

　　　　　　　　「白樺読書会」の経営

　　　　　　　　木造アパート

　　　　　　　　全国を走り回った目的

　　　　　　　　２　昭和四十年代　

　　　　　　　　公明新聞論説委員として

　　　　　　　　東洋哲学研究法人として

　　　　　　　　仏教哲学大辞書編纂委員として

　　　　　　　　３　昭和五十年代

　　　　　　　　練馬で桜台会館の寄進

　　　　　　　　違憲選挙の改善に挑戦

　　　　　　　　４　平成初年度

　　　　　　　　バブル崩壊を逆手とした資産づくり

　　　　　　　　５　平成十年代　

　　　　　　　　破産事件と戦う

　　　　　　　　６　平成二十年代

　　　　　　　　中小企業金融円滑法を生み出す

　

　　〈 以前に削除されたタイトル 〉

　　　・　現実の経済に活用できる生命哲学
　　　　・　権力より実力を求めてきた私の人生
　　　・　善良なる行為で逮捕されて拘留

　　　・　価値創造力とは反対価値との戦い

　　　・　選挙管理委員時代には政界を揺さぶる

　　　　・　弁護士を使わない８０件超の本人訴訟

　　　　・　市河氏を〝怪物〟と宣告した鎌倉市


